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暴風、積雪による道路障害などに注意

北海道内きょう大荒れ 日本海側で積雪も

（２０１４／１１／１３ ００：０５）

道内は１３日から１４日にかけて冬型の気圧配置が強まり、日本海側と太平洋側西部で大荒

れの天候となる見通しだ。札幌管区気象台は高波や暴風、積雪による道路障害などに注意を呼

びかけている。１３日昼前には日本海側などで風が急速に強まり、最大瞬間風速は陸上、海上

ともに３５メートル、波の高さは７メートルと予想される。日本海側ではまとまった雪が降り

、１３日夕方までの２４時間降雪量は多いところで山間部で３０センチ、平野部で２０センチ

に達する見込み。１４日も積雪の可能性が高い。

運転感覚を完全冬型へ

北海道警察

●スピードダウンと早めのブレーキ

●車間距離は、夏よりも２倍以上長めに

●急ブレーキ、急ハンドルはスリップのもと

●早めの出発で、時間と気持ちに余裕を

●日陰、橋の上、トンネル出入口は、路面凍結の可能性大

２時間ごとに、１５分休憩！

荷台からの転落、手足の挟まれ事故に注意！

バック時は 降りて確認 乗っても確認

追突、玉突き事故を防ぐ

交差点手前で止まる時は、車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

平成26年 冬の交通安全運動 2014/11/11（火）～11/20（木）

”ぼんやり”は、事故のもと、緊張感をもって！

自宅前を横断の高齢女性、はねられ死亡

２０１４／１１／１３ 長崎県警察本部 特別編集

１０日午前６時３０分ごろ、長崎県の市道で、徒歩で道路を横断していた７９歳の女性に対し、交差

進行してきた乗用車が衝突する事故が起きた。女性は収容先の病院で死亡。横断歩道や信号機

は設置されていない。７９歳の女性は自宅を出て、道路反対側のコンビニエンスストアへ行こう

としていた。警察はクルマを運転していた同市内に在住する６５歳の男性から自動車運転死傷行

為処罰法違反（過失致死）容疑で事情を聞いている。警察では双方の安全確認に怠りがあった

ものとみて、事故発生の経緯を詳しく調べている。

トンネル内、反対車線でトラックと正面衝突

５台からむ多重事故 １人重体

２０１４年１１月１２日（水）１１時５６分

１２日午前７時４５分ごろ、鳥取県の国道のトンネルで、軽自動車が反対車線に入り、対向車線

のトラックと正面衝突しました。また、この事故に絡んで、乗用車など３台が次々に衝突して

いて、軽自動車を運転していた３０代の男性が意識不明の重体です。ほかにも５人がけがをして

病院に搬送されました。現場は通行止めとなっていて、復旧の見通しは立っていません。

信号交差点、出合い頭に車衝突、女性死亡

２０１４年１０月３１日（金）８時４分

３０日午前７時１５分ごろ、山形県の信号交差点で、近くの無職の女性（６５）の軽乗用車と内装

業の男性（３８）の乗用車が出合い頭に衝突した。女性は出血性ショックで死亡が確認された。


